
４．配慮内容【ステップ３】＜ 完成 （整備前後の写真やコメント等）、計画済・計画中（想定される内容）＞

１．事業概要

個別事例調書「ぐんまの風景を魅せるインフラ整備」（スキルアップチャレンジ）

２．現場の特徴【ステップ１】

・土地区画整理事業地内に位置しており、周辺は住宅地である。
・同じ土地区画整理地内に架け替え済みの橋梁がある。

３．事業目的【ステップ２】

①現場から何を見せるのか
住宅地と調和した景観

②どこから現場自体を見せるのか
道路利用者（歩行者、自転車、自動車）
周辺住宅地の住民

③目指すべき目標像
・住宅街に溶け込み違和感なく存在し、下流の他橋梁と統一感のある橋梁を整備する。

R3年度完成 事業名：防災安全社会資本整備交付金事業 三愛橋上部工

区分

橋梁所属名 太田土木事務所

【河川名】一級河川 大川
【箇 所】太田市中根町 外地先
【概 要】橋梁上部工 N=1箇所

太田市の土地区画整理事業地内に存在する、一級河川大
川に架かる三愛橋について、河川改修による河道拡幅に伴い
架け替えたものである。

【整備前】

橋梁用ビーム型防護柵

【整備後】

○ 同じ土地区画整理地内にある下流の他橋梁と統一したデザイン
○ 住宅地内の風景の一部として調和するよう、透過性の高いビーム型防護柵とし、色彩はグレーベージュを採用
○ 長期にわたって良好な景観を維持するため、メンテナンスフリーのアルミ合金製を採用


